
 

 

 

 

 

「夢を与え、勇気づけるためのシンボル」 

副校長 白石 哲也 

 

大谷翔平選手が、全国の小学校に野球グローブを寄贈すると発表したグローブが、第三吾嬬小学校にも、 

１２月２６日に届きました。 

大谷選手から子供たちへのメッセージが添えられていまし

た。右記は、そのメッセージの全文です。 

 ニュースを見たときに、私は純粋にこのことだけを喜び、活

用する･･･だけでなく、このグローブが送られてきた意味、それ

を活用してどんな思いを子供たちに感じてほしいかをすぐに

考えました。大谷選手は、日本全国の各小学校へ3つのジュニ

ア用野球グローブ（ 右利き用 2 個、左利き用 1 個 、小学校

低学年用サイズ）を寄贈することで、 子供たちが楽しくキャッ

チボールをする場面を想像したそうです。しかし、この寄贈は、

シンプルに野球の普及と振興を願っているだけでなく、子供た

ちの夢と希望の応援につながる、大きな意義をもつ取組だと感

じました。授業でどのように扱うのか･･･先生方にもどのよう

に伝えるのか･･･そんな中、１月がスタートしました。 

「夢を与え、勇気づけるためのシンボル」として位置付けら

れたグローブを、第三吾嬬小学校では各学級で「夢と希望」に

ついての授業を行い、グローブを持って写真を撮りました。東

京都を通して、大谷選手に全学級の写真が送られることとなっ

ています。 

子供たちが自分の夢をもち、それを実現するために必要な力を育むことが小学校生活の中で目指す、大切な目標と

なっています。特に、小学校においては、非認知能力（自らの考えや行動を自分自身で振り返り、調整する力）やレジ

リエンス（しなやかでへこたれない心の強さ、立ち直る力）を育てることも、子供たちが自分の夢を実現するために必

要な資質としています。 

子供たちに「夢を与え、勇気づける」ためには、子供たちが自分

の可能性を信じ、自分の夢に向かって努力することを後押しするこ

とです。私たち周りの大人が、子供たちの夢や目標に対して積極的

に関心をもち、声をかけることで、子供たちは自分自身の可能性を

信じ、自分の夢に向かって努力することができると思います。また、

子供たちが失敗したときには、その失敗から学び、次に向けて前向

きに取り組むことができるよう、サポートすることも大切です。子

供たちが自分自身の可能性を信じ、自分の夢に向かって努力するこ

とができるよう、認め、励ましながら、共に支えていきたいもので

す。 

 

 

 

 
墨田区立第三吾嬬小学校 

校長 川中子登志雄 

令和６年２月１日 

2月号 

学校関係者各位 
貴校ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。 
ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリ
ーガー、大谷翔平です。 
この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を
持ってもらうために立ち上げたプログラムをご紹介するための
ものです。 
この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上
に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づ
けるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球
こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツ
だからです。 
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらう
ために、私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに
伝えていただければ幸いです。 
この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝い
たします。 
貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 
野球しようぜ。 
大谷翔平 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1532417787/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWktbGlicmFyeS5jb20vd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTMvMDgvMDExNzQtNDUweDMzNy5qcGc-/RS=%5eADBO_QObrDMdPgjyzyemCthekebR5o-;_ylt=A2RCAwd7hVVbuw8A4hCU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


 

〈学校の様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈お知らせ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

日 時 ２月３日（土） １０：００～１１：００ 

場 所 図書室（３階） 

テーマ 「ストレスマネージメントについて～ほぐしてみよう心とからだ～」 

 

  先日、カウンセラーだよりや COCOO でお知らせしたように、学校保健委員会を行います。今回は、早川 SC がストレスマ

ネージメントについて、保護者の皆様と一緒に話していきます。COCOO では、事前にお申し込みくださいとお知らせしていま

したが、申し込みがなくてもご参会・ご観覧いただけます。ぜひお立ち寄りください。 

 

保護者会のお知らせ 

 今年度の教育活動へのご協力ありがとうございました。年度末が近づき、保護者会を次のように行いま

す。ご参会のほどお願い申し上げます。 

期 日・・・３月２日（土） 

時 間・・・２年・６年 １３時３０分～１４時 

              １年・４年 １４時～１４時３０分 

              ３年・５年 １４時３０分～１５時 

場 所・・・各教室 

内 容・・・１年間を振り返って、進級に向けて、通知表について 

クラブ活動について                    特別活動担当  

 昨年度、第三吾嬬小学校はクラブの設立を、従来よりも子供たちに委ねてみました。新クラブを設立したいと考えている

子供たちを「発起人」として、発起人の児童を中心に、異学年の同好の仲間を募り、自分たちで新たなクラブを立ち上げ

ました。今年度、その新規設立のクラブを担当として受け持ちました。当然最初から 6年生もうまく運営することはでき

ず、担当の教員としてもやきもきとする場面がありました。しかし、回数を重ねるごとに、自然と異学年同士交流すること

ができるようになり、事前の準備や先のことに見通しをたててクラブ運営をすることができてきました。「児童の主体性」

とは、ただ放っておいてなんでもやってごらん？では決して育たず、子供たちとともに、「どうすればいいだろう？」と意見を

交わしていくことが大切だと感じました。 

今年度も、3月から新規クラブの設立が始まります。今年は 

どんなクラブを立ち上げる児童がでてくるか、楽しみにしていま 

す。 


